










目的:平成 2 年度厚生省心身障害研究において大西らが母乳性黄疸の大学附属病院および

NICU を有する主な病院に対して全国調査(アンケート)した結果、母乳性黄疸を肉眼だけ

で診断(白色便や濃染黄色尿がなければ検査しない)するとされた施設が 145 施設中 10 施

設あり、遷延性黄疸で入院した症例の中で先天性胆道閉鎖症が母乳性黄疸の次に多かった。

この結果より、安易に母乳性黄疸と診断して先天性胆道閉鎖症の発見が遅れないようなス

クリーニングが必要であると考えた。効率的成果を得る為に受診率が高く時期的にも最適

な一カ月検診での閉塞性黄疸のスクリーニングとして比較的簡便な尿中のビリルビン測定

法の確立を究極の目的としてその基礎的検討を行った。


